
                        

                        

                        

昭和２０年国鉄八高線多摩川鉄橋列車衝突事故

（1945.8.24） 

八
高
線
列
車
事
故 

  

終
戦
間
も
な
い
昭
和
二
十
年
八
月
二

十
四
日
午
前
七
時
四
十
分
頃
、
国
鉄
八

高
線
多
摩
川
鉄
橋
上
で
、
高
崎
発
八
王

子
行
き
列
車
と
八
王
子
発
高
崎
行
き
が

正
面
衝
突
し
た
。
死
者
百
四
名
、
重
軽

傷
者
約
百
五
十
名
、
行
方
不
明
者
二
十

名
以
上
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。 

 

高
崎
行
き
下
り
列
車
に
は
、
各
地
か

ら
復
員
し
て
来
た
多
く
の
兵
隊
が
乗
車

し
、
八
王
子
行
き
上
り
列
車
に
は
、
東

京
空
襲
か
ら
逃
れ
て
北
関
東
な
ど
に
疎

開
し
て
い
た
人
や
軍
需
工
場
の
通
勤

者
、
女
生
徒
た
ち
が
乗
っ
て
い
た
。
事

故
の
原
因
は
、
操
作
上
の
ミ
ス
と
さ
れ

て
い
る
。
事
故
現
場
の
多
摩
川
に
は
、

今
で
も
沈
ん
だ
機
関
車
が
砂
岩
の
下
に

埋
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
八
高
線
小
宮
駅
か
ら
谷
地
川
、
多

摩
川
べ
り
、
そ
し
て
平
町
界
隈
を
歩
き
小

宮
駅
に
戻
る
、
凡
そ
四
㎞
の
行
程
。 

 

駅
か
ら
直
ぐ
に
お
ぼ
す
な
様
の
日
吉
神

社
へ
。
そ
こ
か
ら
都
道
五
十
九
号
線
を
く

ぐ
り
、
笛
継
観
音
で
知
ら
れ
る
東
福
寺
と

隣
の
山
王
宮
へ
。
少
し
歩
い
た
先
の
谷
地

川
か
ら
、
緩
や
か
な
坂
を
辿
り
つ
つ
七
つ

塚
古
墳
跡
へ
。さ
ら
に
、お
ち
ゃ
や
の
松
、

日
野
用
水
と
旧
谷
地
川
合
流
地
点
、
蛍
見

橋
を
渡
っ
て
お
手
引
き
地
蔵
を
参
拝
す
る
。 

そ
の
後
、
困
民
党
が
一
揆
を
起
し
た
多
摩

川
の
築
地
の
渡
し
へ
と
歩
く
。
さ
ら
に
堤

防
沿
い
を
上
流
へ
辿
り
、
古
代
地
層
の
牛

の
背
、
そ
し
て
大
列
車
事
故
の
八
高
線
鉄

橋
付
近
、
平
の
渡
し
へ
と
至
る
。
こ
の
付

近
か
ら
町
に
入
り
、
大
イ
チ
ョ
ウ
、
平
の

東
照
宮
、
カ
タ
ク
リ
寺
の
大
蔵
院
、
西
玉

神
社
、
歳
の
峰
の
遊
歩
道
を
歩
き
、
画
家
・

関
文
川
の
生
家
、セ
イ
の
神
を
拝
し
た
後
、

小
宮
駅
へ
と
戻
る
。 

 

●
小
宮
町
の
由
来 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
「
粟

之
洲
村
は 

郡
の
東
に
て 

江
戸
日
本
橋

よ
り
行
程
十
一
里
な
り 

家
数
五
十
一
軒 

南
は
石
川
村
に
て 

西
は
平
村
な
り 

北

に
大
神 

築
地 

宮
澤
の
三
村
と
隣
り 

多
磨
川
を
界
と
せ
り 

東
西
二
十
町
ほ
ど 

南
北
十
五
町
ば
か
り 

水
田
は 

わ
ず
か

四
分
の
一
と
し
て 

陸
田
其
三
に
あ
た
り

原
野
山
林
も
有
り 

こ
の
村
小
村
な
れ
ど

も 

戸
数
多
く 

耕
商
の
利
潤
あ
り
て
頗

る
賑
わ
え
り 

古
よ
り
御
料
私
領
う
ち
ま

じ
り
て 

御
料
は
今
小
野
田
三
郎
右
衛
門

支
配
せ
り 

私
領
は
安
藤
次
右
衛
門
が
知

行
な
れ
ど
賜
は
り
し
年
代
を
し
ら
ず 

高

札
場
は
小
名
下
河
原
と
小
名
四
ツ
谷
の
二

ヶ
所
村
に
あ
り
」
と
あ
る
。 

谷
地
川
と
多
摩
川
の
洲
で
あ
り
、
日
野

本
郷
用
水
と
し
て
平
村
に
て
多
摩
川
か
ら

の
引
水
と
村
の
河
原
よ
り
引
水
す
る
二
条

が
あ
っ
た
。
山
王
宮
、
東
福
寺
、
薬
師
堂
、

観
音
堂
が
築
地
の
渡
し
へ
ゆ
く
往
還
の
傍

に
あ
る
。 

 

小
宮
町
の
由
来
は
、明
治
二
十
二
年（
一

八
八
九
）
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
大
和

田
、
北
大
谷
、
西
中
野
、
粟
之
須
、
北
平
、

石
川
、
宇
津
木
の
七
ヶ
村
の
区
域
が
合
併

し
て
南
多
摩
郡
小
宮
村
と
な
る
。
村
名
を

「
小
宮
村
」
に
定
め
た
の
は
、
建
久
三
年

（
一
一
九
二
）
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を

開
き
、
そ
の
家
臣
小
宮
五
郎
左
衛
門
尉
を

地
頭
に
任
じ
て
戸
倉
城
に
居
城
さ
せ
、
多

摩
川
南
辺
五
十
九
ヶ
村
を
所
領
と
し
た
。

当
地
方
も
そ
の
所
有
地
で
小
宮
領
と
し
て

い
た
た
め
小
宮
村
と
定
め
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
町
制
施

行
で
「
小
宮
村
」
が
「
小
宮
町
」
と
な
る
。 

小
宮
氏
は
、
日
奉
宗
頼
の
子
孫
で
滝
山
城

や
八
王
子
城
に
小
宮
曲
輪
と
名
が
残
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
大
石
氏
及
び
北
条
氏
照
の

家
臣
と
の
説
も
あ
る
。 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
小
宮
町
は

八
王
子
市
と
合
併
し
た
。昭
和
十
八
年（
一

九
四
三
）
大
字
名
を
廃
止
し
、
町
名
を
付

し
た
。
旧
小
宮
町
地
域
は
、
大
和
田
町
、

中
野
町
（
旧
大
字
西
中
野
）、
大
谷
町
（
旧

大
字
北
大
谷
）、
宇
津
木
町
、
石
川
町
、
小
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宮
町
（
旧
粟
之
須
）、
高
倉
町
（
旧
大
字
粟

之
須
新
田
、
旧
大
日
野
の
一
分 

）、
平
町

(

旧
大
字
北
平)

に
な
っ
た
。 

                     

①
八
高
線
と
小
宮
駅 

 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
八
高
南
線
と

し
て
八
王
子
～
東
飯
能
間
が
開
通
。
蒸
気

機
関
車
が
走
り
出
し
、
同
時
期
に
小
宮
駅

が
開
業
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

八
王
子
～
高
崎
間
が
開
通
し
た
。 

                 

              

②
粟
之
洲
日
吉
神
社 

祭
神 

大
国
主
命 

創
建 

元
禄
十
六
年
（
一
七
○
三
） 

例
祭
に
は
、「
栗
之
須
囃
子
」
を
奉
納
。 

土
地
の
人
た
ち
に
は
、
栗
之
須
の
「
お
ぼ

す
な
様
」
と
呼
ん
で
い
る
。
い
わ
ゆ
る
土

地
神
様
で
産
土
神
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、「
山
王
様
」
と

記
さ
れ
て
い
る
村
の
鎮
守
。 

小宮領略図（「桑都日記」・文政 5年 4月による） 

小宮駅 「小宮町制施行写真帳」 昭和 9 年 

さようなら蒸気機関車「八高号」 
（小宮駅付近）昭和 45年 撮影：山田俊明 
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③
如
意
山
寶
珠
院

東
福
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
宮
町
一
一
二
二 

宗
派  

天
台
宗 

本
尊  

阿
弥
陀
如
来
（
座
像
） 

阿
弥
陀
三
像 

 

寺
宝  

観
音
堂
（
十
一
面
観
音
）
秘
仏 

六
十
年
に
一
回
の
御
開
帳 

開
山  

中
興
七
世
栄
源
法
印 

開
創 

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
以
前 

厄
除
け
の
祈
願
寺
で
、
境
内
に
は
、
観

音
堂
、薬
師
堂
が
あ
っ
て
「
観
音
絵
馬｣｢

薬

師
絵
馬｣

が
た
く
さ
ん
納
め
ら
れ
て
い
る
。 

                        

●
十
一
面
観
音
（
笛
継
観
音
） 

境
内
に
あ
る
観
音
堂
の
ご
本
尊
十
一

面
観
音
は
、一
名｢

笛
継
観
音｣

と
よ
ば
れ
、

武
蔵
国
一
円
に
悪
疫
が
大
流
行
し
た
時
、

帝
よ
り
関
東
の
鎮
護
の
た
め
京
都
御
所
に

安
置
さ
れ
て
い
た
十
一
面
観
音
（
笛
継
観 

音
）
を
武
蔵
国
に
つ
か
わ
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
日
夜
「
天
下
泰
平
、
聖
朝
安
穏
、

万
民
豊
楽
」
の
祈
念
の
や
む
こ
と
が
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
元
亀
の
兵
火
の
た
め
、

諸
堂
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
が
、
こ
の
笛

継
観
音
は
難
を
逃
れ
た
。 

           

笛継観音厨子 

阿弥陀三尊 東福寺門 

粟之洲日吉神社社殿 



4 
 

●
笛
の
彦
兵
衛
伝
説 

 

笛
の
名
手
の
彦
兵
衛
は
、
こ
の
観
音
さ

ま
の
あ
る
粟
之
須
地
方
の
守
将
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

彦
兵
衛
は
横
笛
の
名
手
で
あ
り
、
城
主

氏
照
も
和
楽
を
好
み
、
秘
蔵
の
名
笛｢

大

黒｣

を
彦
兵
衛
に
預
け
て
お
い
た
が
、い
か

な
る
手
落
ち
か
、
こ
れ
を
壊
し
て
し
ま
っ

た
。 主

君
秘
蔵
の
名
笛
で
あ
り
、
天
下
の
二 

管
（｢

大
黒｣

と｢

獅
子｣

）
の
一
つ
で
あ
る

の
で
「
わ
が
一
命
に
代
え
て
も
」
と
、
こ

の
観
音
に
祈
念
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
夜
不

思
議
な
霊
夢
の
お
告
げ
が
あ
り
、
翌
朝
笛

の
箱
を
開
い
て
み
る
と
、
元
の
通
り
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
、
城
主

氏
照
に
聞
こ
え
、
そ
の
褒
美
と
し
て
こ
れ

よ
り
笛
の
彦
兵
衛
と
号
し
た
。 

そ
の
後
、
天
正
十
八
年
六
月
（
一
五
九

一
）
八
王
子
城
攻
め
の
折
、
こ
の
笛
の
彦

兵
衛
も
乱
戦
の
中
に
討
死
し
、
名
笛
も
失

わ
れ
た
と
い
う
。（
四
谷
の
相
即
寺
過
去
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
） 

●
千
葉
周
作
の
奉
納
額
と
絵
馬 

 

本
堂
内
に
は
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八

～
三
○
）
千
葉
周
作
に
始
ま
る
剣
術
の
一

派
「
北
辰
一
刀
流
」
の
額
が
奉
納
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
は
な
は
く
れ
な
い
や
な
ぎ

は
み
ど
り
ぼ
だ
い
そ
う
」
と
書
か
れ
た
絵

馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

                

           

●
子
授
け
石 

子
授
け
石
は
、
別
名
跨
ぎ
石
で
、
子
授

け
を
願
う
女
性
が
戌
の
日
の
戌
の
刻
（
午

後
八
時
頃
）
に
祈
願
し
て
跨
ぐ
と
立
派
な

子
ど
も
を
授
か
る
と
い
う
。 

       

子授け石 

北辰一刀流・奉納額 

絵 馬 
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●
お
手
引
き
地
蔵 

京
都
御
所
か
ら
十
一
面
観
音
（
笛
継
観

音
）
を
鎮
護
安
寧
の
た
め
、
お
招
き
し
た

道
案
内
の
お
地
蔵
さ
ま
で
あ
る
と
云
わ
れ

て
い
る
。 

          

④
山
王
宮 

 

石
川
町
に
ふ
る
さ
と
の
話
と
し
て
伝
わ

る
「
七
苗
字
七
氏
子
」
の
一
つ
の
宮
。 

石
川
町
は
古
く
か
ら
開
け
た
土
地
で
、

七
つ
の
氏
族
が
共
に
栄
え
て
い
た
。
平
安

末
期
の
帝
に
か
か
わ
る
由
緒
あ
る
血
筋
と

も
い
わ
れ
、
ま
た
、
一
説
で
は
、
甲
斐
武

田
家
と
同
じ
、
新
羅
三
郎
の
流
れ
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
石
川
の
「
七
苗
字

七
氏
子
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
詳
し
い
記

録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
山
王
宮
の
建
立

は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
石
川
村
が

嵐
で
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
再
び
災

害
に
見
舞
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
守
護
し
て

も
ら
う
た
め
と
云
わ
れ
て
い
る
。 

石
川
村
に
住
む
七
つ
の
姓
の
家
に
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
の
氏
神
さ
ま
が
あ
り
、

現
在
も
残
さ
れ
祀
ら
れ
て
い
る
。 

・
和
田
姓
は
山
王
宮 

・
立
川
姓
は
天
神
宮 

・
内
田
姓
は
八
幡
宮 

・
金
子
姓
は
大
六
天
宮 

・
沢
田
姓
は
神
明
宮 

・
池
田
姓
は
愛
宕
宮 

・
串
田
姓
は
熊
野
速
玉
宮 

      

                        

山 王 様 「七苗字七氏子」の地図 

お手引き地蔵 
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⑤
谷
地
川 

加
住
町
の
龍
源
寺
に
あ
る
室
町
時
代 

の
板
碑
に「
谷
慈
郷
」と
刻
ま
れ
て
お
り
、

谷
地
川
は
「
谷
慈
郷
」
を
流
れ
る
川
か
ら

つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
源

は
戸
吹
町
に
あ
り
、
滝
山
街
道
に
沿
っ
て

南
東
に
流
れ
、
日
野
市
内
で
多
摩
川
と
合

流
す
る
。
一
級
河
川
で
そ
の
延
長
は
一

二
・
九
㎞
、
流
域
面
積
は
一
八
・
二
㎢
と

都
内
で
は
中
規
模
の
河
川
で
あ
る
。
旧
谷

地
川
は
蛇
行
の
激
し
い
川
で
有
名
で
あ
っ

た
が
、
改
修
工
事
に
よ
り
旧
河
川
敷
は
遊

歩
道
に
変
わ
っ
た
。 

          

                        

⑥
日
奉

ひ
ま
つ
り

城
址

じ
ょ
う
し

と
七
つ
塚 

日
野
市
新
町
五
丁
目 

鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
武
蔵
七
党
の

一
つ
で
あ
る
西
党
の
平
山
季
重
の
先
祖
は
、

日
野
市
東
光
寺
（
現
在
日
野
市
新
町
）
を

本
拠
地
と
て
栄
え
た
日
奉
氏
と
い
う
豪
族

の
出
で
あ
る
。 

日
奉
氏
の
祖
は
、
日
奉
宗
頼
と
い
い
、

京
よ
り
武
蔵
の
国
の
国
司
と
し
て
下
向
し
、

任
期
を
終
わ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
土
着
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
説
に
は
石
川
の

牧
の
牧
官
と
し
て
土
着
し
た
と
い
う
。 

日
奉
城
址
は
、
日
野
台
の
北
縁
で
七
ッ

塚
古
墳
付
近
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
こ
は
北
を
多
摩
川
に
、
西
を
谷
地

川
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
舌
状
の
台
地
で
、

南
は
高
倉
の
野
（
日
野
台
）
が
広
が
り
、

眺
望
き
わ
め
て
優
れ
た
地
点
で
あ
る
。
城

址
の
鬼
門
に
建
立
し
た
の
が
東
光
寺
の
薬

師
さ
ま
で
あ
る
。 

  

現在の谷内川 

旧谷川マップ 
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⑦
お
ち
ゃ
や
の
松 

 小
宮
町
五
一 

日
野
市
よ
り
八
王
子
市
内
小
宮
町
、
石

川
町
を
経
て
あ
き
る
野
方
面
に
通
ず
る
国

府
道
（
旧
甲
州
路
、
現
在
滝
山
街
道
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
）
と
、
由
木
方
面
に
向
か

う
道
路
と
の
交
差
点
近
く
に
老
松
が
生
え

て
い
た
。
こ
の
松
は
、
道
し
る
べ
と
し
て

の
大
切
な
役
目
を
果
た
し
て
き
た
も
の
で
、

目
通
り
幹
囲
三
ｍ
、
枝
の
張
り
二
〇
ｍ
、

高
さ
六
ｍ
、
樹
齢
お
よ
そ
二
百
五
十
年
程

の
松
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
の
松
は
近

年
植
樹
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
松
の
名
の
由
来
は
、
茶
屋
が
あ
っ

た
か
ら
と
か
、
近
く
で
谷
地
川
が
多
摩
川

に
落
合
う
か
ら
と
か
、
武
田
信
玄
と
北
条

氏
照
が
落
ち
合
っ
た
場
所
と
い
う
伝
説
な

ど
が
残
っ
て
い
る
。
か
つ
て
こ
の
松
の
雪

景
色
は
、
景
勝
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。 

   

                        

おちゃやの松 
（昭和１８年頃） （昭和４０年～４５年頃） 

七つ塚・日奉城址 

日奉氏七つ塚古墳跡 
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⑧
日
野
本
郷
用
水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
宮
町 

 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、 

「
日
野
本
郷
用
水
は 

農
業
用
水
の
名 

二
条
の
水
路
が
あ
り 

一
つ
は
平
村
の
多

摩
川
よ
り
取
水
し 

粟
之
洲
を
へ
て
日
野

に
入
る 

一
つ
は
粟
之
洲
村
の
河
原
か
ら

取
水
し
同
じ
く
日
野
に
引
水
し
て
い
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

              

          

⑨
ら
ん
か
ん
橋
（
蛍
見
橋
） 

 

多
摩
川
か
ら
分
水
し
て
流
れ
る
日
野 

用
水
に
架
か
る｢

ら
ん
か
ん｣

つ
き
の
橋
が
、

蛍
見
橋
で
あ
る
。
小
さ
な
橋
で
、
昔
は
土

橋
で
あ
っ
た
が
、
大
正
の
頃
に
初
め
て
ら

ん
か
ん
の
つ
い
た
橋
が
で
き
た
の
で
、
珍

し
が
っ
て
「
ら
ん
か
ん
橋
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
ま
た
そ
の
頃
、
こ
の
橋
の
付
近
に

は
沢
山
の
蛍
が
飛
び
か
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
蛍
見
橋
と
も
呼
ば
れ
た
。
以
前
は
石
川

や
日
野
の
方
か
ら
も
、
蛍
狩
り
に
や
っ
て

く
る
ほ
ど
有
名
だ
っ
た
が
、
今
は
め
っ
た

に
蛍
の
姿
を
、見
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
。 

おちゃやの松（昭和５１年９月） 

日野用水（北平用水）」と谷内川の交差する所 

日野用水と旧谷内川が交差
するところ 

現在のおちゃやの松 
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⑩
築
地

つ

い

じ

（
福
島
）
の
渡
し 

文
禄
年
間
（
一
五
九
二
～
九
六
）、
粟 

之
須
と
多
摩
川
の
川
向
の
福
島
、
築
地
と

の
間
に｢

築
地
の
渡
し
場｣

が
あ
っ
た
。
渡

し
場
に
は
粟
之
須
、
福
島
、
築
地
の
人
が

交
代
で
番
を
し
て
お
り
、
通
行
人
か
ら
は

一
人
二
銭
の
通
行
料
を
取
っ
て
い
た
が
、

粟
之
須
、
福
島
、
築
地
の
人
は
無
料
だ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
頃
ま
で
渡
し

は
使
わ
れ
、そ
の
後
、木
製
の
橋
を
経
て
、

昭
和
四
十
五
年
多
摩
大
橋
が
開
通
し
た
。 

                        

●
一
揆
打
払
い 

武
蔵
之
国
秩
父
の
里
で
百
姓
一
揆
が

蜂
起
し
た
事
件
が
あ
る
。
慶
応
二
年
（
一

八
六
六
）
の
こ
と
で
、
は
じ
め
は
百
姓
一

揆
で
あ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
力
を
加
え
二

千
名
を
越
え
る
一
党
が
の
ぼ
っ
て
き
た
。

六
月
十
五
日
の
こ
と
、
小
宮
村
粟
之
須
の

名
主
井
上
忠
左
衛
門
は
飛
脚
を
日
野
に
と

ば
し
、
日
野
農
兵
隊
に
助
け
を
求
め
た
。

日
野
隊
と
秩
父
党
と
の
戦
い
は
、
ち
ょ
う

ど
築
地
の
渡
し
で
行
わ
れ
た
。
日
野
隊
の

奮
闘
で
、
一
揆
の
群
れ
を
打
ち
破
る
こ
と

が
で
き
た
。
暴
徒
と
化
し
た
二
千
人
の
集

団
の
目
標
は
八
王
子
宿
に
あ
っ
た
と
い
う
。

八
王
子
を
襲
っ
て
桑
都
の
財
宝
を
か
す
め
、

さ
ら
に
横
浜
を
廻
っ
て
江
戸
に
侵
入
す
る

予
定
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
暴
徒
の
群
れ

を
食
い
止
め
た
の
は
日
野
隊
の
働
き
で
あ

り
、そ
の
場
所
が
築
地
の
渡
し
で
あ
っ
た
。 

   

日野用水の架かる欄干橋 
（蛍見橋） 昭和初期 

旧築地の渡し  昭和２１年頃 築地の渡し跡 
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⑪
牛
の
背 

八
王
子
百
景
に
も
選
ば
れ
て
い
る
八

高
線
付
近
の
珍
し
い
川
の
地
形
で
あ
る
。

多
摩
川
の
流
れ
が
い
く
つ
か
に
分
か
れ
、

そ
の
間
を
牛
の
背
の
よ
う
な
形
の
細
長
い

高
ま
り
が
長
く
伸
び
て
い
て
、
一
見
す
る

と
牛
の
群
れ
が
泳
い
で
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
多
摩
川
の
こ
の
付
近
で
の
み
見
ら
れ

る
珍
し
い
地
形
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
付

近
か
ら
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
ク
ジ
ラ
の

化
石
が
発
見
さ
れ
た
。
「
ア
キ
シ
マ
ク
ジ

ラ
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。 

           

⑫
三
つ
の
列
車
事
故 

第
一
の
事
故
は
終
戦
間
も
な
い
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
二
十
四
日
午

前
七
時
四
十
分
頃
、
国
鉄
八
高
線
多
摩
川

鉄
橋
上
で
高
崎
発
八
王
子
行
き
上
り
列
車

と
八
王
子
発
高
崎
行
き
下
り
列
車
（
双
方

五
車
両
編
成
）
が
正
面
衝
突
し
、
死
者
百

四
名
、
重
軽
傷
者
約
百
五
十
名
、
推
定
二

十
名
が
行
方
不
明
に
な
る
大
事
故
が
発
生

し
た
。
当
日
は
、
前
夜
か
ら
の
豪
雨
で
多

摩
川
は
増
水
し
て
い
た
。
乗
客
は
終
戦
を

迎
え
て
故
郷
に
帰
る
復
員
兵
等
が
多
か
っ

た
。 

 
第
二
の
事
故
は
、
一
年
半
後
の
昭
和
二

十
二
年
五
月
、
東
飯
能
駅
と
高
麗
川
駅
の

間
の
湾
曲
級
坂
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ

脱
線
事
故
を
起
こ
し
た
も
の
。
死
者
百
五

十
九
名
、
重
軽
症
者
約
五
百
名
を
出
し
た

事
故
で
あ
っ
た
。 

 

第
三
の
事
故
は
、
同
年
七
月
、
第
一
の

事
故
の
少
し
小
宮
駅
寄
り
で
発
生
。
米
軍

の
双
発
軽
爆
撃
機
が
墜
落
し
、
貨
物
列
車

に
突
っ
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

                        

牛 の 背 

第一の事故 
八高線事故の車両のモニュメント 

第一の事故  
国鉄八高線多摩川鉄橋列車の正面衝突概要略図 
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⑬
平
の
渡
し
（
大
神
の
渡
し
） 

多
摩
川
に
あ
っ
た
渡
船
場
、
江
戸
期
に

平
村
と
対
岸
の
大
神
村
と
を
結
ぶ
渡
船
が

あ
っ
て
川
越
街
道
の
往
来
に
利
用
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
古
く
後
北
条
氏
の
時
代
か

ら
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
七
～

八
年
ご
ろ
廃
止
と
な
り
、
旧
渡
船
場
の
位

置
に
は
大
き
な
堰
が
出
来
て
い
る
。 

当
時
、
二
艘
の
船
が
運
行
し
て
お
り
、

明
治
の
古
老
た
ち
は
、
毎
日
こ
の
渡
し
舟

に
乗
っ
て
昭
島
市
の
成
隣
小
学
校
に
通
学

し
て
い
た
と
い
う
。
大
神
村
と
平
村
の
住

人
は
運
賃
が
無
料
で
一
般
は
二
銭
だ
っ
た
。 

竿
で
こ
ぐ
の
は
技
術
が
必
要
な
た
め
、

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
鉄
線
を
引
き
、
そ
れ

を
た
ぐ
っ
て
渡
れ
る
よ
う
に
改
良
し
た
。

そ
の
後
、
水
量
の
減
少
で
舟
は
廃
止
、
代

わ
っ
て
仮
橋
が
作
ら
れ
た
が
終
戦
時
に
な

く
な
り
、
今
は
名
の
み
残
っ
て
い
る
。 

              

第一の事故の際の車両編成 

第二の事故 
八高線列車脱線転覆事故概要図 

平の渡し・昭和４５年頃 
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●
村
の
渡
し 

「
熊
川
の
渡
し
」(

福
生)

、
「
築
地
の

渡
し
」(

粟
之
須
・
築
地)

、「
大
神
の
渡
し
」

(

昭
島)

、「
滝
の
渡
し
」(

八
王
子)

、「
日

野
の
渡
し
」(

日
野)
、「
是
政
の
渡
し
」(

府

中)

な
ど
、多
摩
川
に
は
ま
だ
橋
が
な
か
っ

た
頃
は
随
所
に
渡
し
場
が
あ
っ
た
。 

  

拝
島
の
渡
し
の
船
頭
だ
っ
た
高
橋
茂
吉

さ
ん
は「
勤
務
時
間
な
ん
て
な
か
っ
た
し
、

夜
も
病
人
が
で
る
と
川
向
に
連
絡
に
行
く
、

緊
急
の
人
が
い
れ
ば
舟
を
何
時
で
も
出
し

た
。
ま
た
舟
は
一
度
に
三
十
人
程
、
馬
と

馬
車
を
一
緒
に
運
ん
だ
こ
と
も
」
と
話
し

て
く
れ
た
。 

  

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の

「
渡
し
賃
」
は
徒
歩
の
団
体
一
人
二
銭
、

個
人
三
銭
、
自
転
車
五
銭
、
馬
力
（
馬
車
）

二
十
五
銭
、
人
力
車
は
客
共
々
十
五
銭
、

軍
人
軍
族
憲
兵
そ
れ
に
村
の
人
々
は
何
回

乗
っ
て
も
無
料
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
ん
な

規
則
も
あ
っ
た
。
渡
し
場
か
ら
上
流
二
百

十
六
ｍ
、
下
流
約
八
百
ｍ
の
範
囲
で
は
、

渡
し
舟
に
乗
ら
ず
川
の
中
を
歩
い
て
渡
っ

て
も
渡
し
賃
を
と
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
高

橋
さ
ん
の
日
当
は
一
日
一
円
五
十
銭
。
昭

和
十
年
か
ら
は
大
型
の
船
が
就
航
（
長
さ

一
四
ｍ
、
幅
三
・
四
ｍ
）
し
、
定
期
バ
ス

ま
で
乗
せ
て
い
た
。 

渡
し
賃
を
客
か
ら
取

る
の
は
請
負
人
の
仕
事
だ
っ
た
が
請
負
人

が
帰
っ
た
午
後
六
時
ご
ろ
か
ら
翌
朝
ま
で

の
料
金
は
船
頭
の
余
得
だ
っ
た
。
春
秋
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
八
王
子
の
滝
山
城

址
や
高
尾
山
に
行
く
人
が
埼
玉
県
や
群
馬

県
か
ら
自
転
車
で
押
し
か
け
一
日
千
人
は

渡
し
た
と
い
う
。（
昭
和
四
十
七
年
頃
） 

            

⑭
日
野
本
郷
用
水 

北
平
取
り
入
れ
口 

 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
「
農

業
用
水
は
二
条
の
水
路
が
あ
り 

そ
の
一

つ
は
平
村
の
多
摩
川
よ
り
取
水
し 

粟
之

洲
を
へ
て
日
野
に
て
水
田
な
ど
に
活
用
さ

れ
た
」
と
あ
る
。 

               
多摩湖バス 所沢―八王子を通る 
定期バスで、拝島の渡しを船で超え
る。フェリーポートのはしりか… 

日野本郷用水（多摩川取り入れ口） 



13 
 

●
平
町

た
い
ら
ま
ち 

 

市
の
北
東
端
。
多
摩
川
に
の
ぞ
む
平
地

に
あ
る
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
小

宮
町
の
八
王
子
市
へ
の
編
入
の
の
ち
、
四

十
三
年
同
町
内
の
旧
大
字
北
平
が
平
町
と

な
る
。
の
ち
七
十
七
年
、
西
寄
り
の
地
域

を
丸
山
町
に
分
割
。
八
十
八
年
に
は
南
の

丘
陵
上
の
地
を
久
保
山
町
に
分
け
て
、
町

域
が
狭
ま
っ
た
。
世
定
数
七
十
四
、
人
口

二
百
五
十
七
。
江
戸
期
の
平
村
、
明
治
十

一
年
（
一
八
七
八
）
か
ら
は
南
多
摩
郡
内

の
同
名
村
と
区
別
す
る
た
め
北
平
村
と
称

し
て
い
た
。
東
端
を
JR
八
高
線
が
走
る
。

西
寄
り
に
北
平
用
水
の
取
り
入
れ
口
が
あ

り
、
東
流
し
て
小
宮
町
へ
入
る
。
多
摩
川

に
も
と
平
の
渡
し
が
あ
っ
た
。 

      

⑮
東
照
宮
の
平
家 

 

先
代
は
小
野
大
蔵
と
い
い
、
元
和
時
代

(

一
六
一
五
～
二
三)

に
郷
土
の
人
と
な
り
、

平
姓
を
名
乗
り
、
名
主
も
努
め
た
。
徳
川

家
康
公
が
小
田
原
か
ら
川
越
に
行
く
途
中
、

こ
の
平
家
で
休
息
し
た
。
そ
の
時
の
お
礼

と
し
て
金
銭
一
枚
を
扇
子
ご
と
頂
き
、
こ

れ
を
ご
神
体
と
し
て
庭
に
東
照
宮
を
建
て

た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
全
国
に
東
照
宮
は

多
数
あ
る
が
、
自
宅
の
敷
地
に
あ
る
の
は

こ
の
平
家
の
み
で
あ
る
。
当
時
の
彫
刻
等

は
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。
千
人
同
心
は
、

日
光
警
備
交
代
の
行
き
帰
り
に
、
こ
の
東
照

宮
を
参
拝
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

         

                        

東照本殿 

東照宮のある平家祠 

徳川家康から拝領した葵の紋章入り扇子
と洪武通宝 （平隆氏 所蔵） 
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⑯
比
盧
宝
寳
山
福
生
寺

大
蔵
院 

平
町
二
四
七 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

 

本
尊 

文
殊
菩
薩 

開
基 

栄
秀
和
上(
小
野
八
郎
左
衛
門) 

開
創 

元
和
七
年
（
一
六
二
一
） 

い
わ
き
の
平
か
ら
来
た
人
が
才
蔵
坊

を
開
く
。
そ
の
後
、
小
野
大
蔵
が
討
死
し

た
後
、
子
の
八
郎
左
衛
門
が
開
基
。 

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
本
堂
を
焼
失
。

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
本
堂
を
建
立
し

た
。 

           

               

⑰
平
町
の

西
玉
神
社 

西
玉
は
、
む
か
し
多
摩
川
の
近
く
に
氏

神
さ
ま
と
し
て
奉
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正

末
期
に
川
の
増
水
に
よ
り
、
現
在
の
場
所

に
移
さ
れ
た
。
ご
神
体
の
御
影
石
（
約
三

十
㎏
）
が
奉
ら
れ
て
い
る
。
平
町
で
は
徳

川
家
康
と
関
係
が
深
く
、
日
光
に
向
け
て

建
て
ら
れ
て
い
る
。          

            

⑱
平
の

大
い
ち
ょ
う 

 

む
か
し
徳
川
家
康
が
多
摩
川
の
渡
し

を
通
る
時
に
、
褒
美
と
し
て
小
判
を
与
え

た
こ
と
か
ら
、
土
地
の
人
々
は
こ
の
あ
た

り
を
、
金
銭
平
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
は

む
か
し
か
ら
ず
っ
と
十
三
軒
ほ
ど
の
戸
数

の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
集
落
で
あ
る
が
、

村
の
ほ
ぼ
中
央
に
樹
齢
お
よ
そ
五
百
年
と

い
わ
れ
る
大
い
ち
ょ
う
が
あ
る
。
目
ど
お

り
幹
囲
六
ｍ
、
高
さ
十
ｍ
ほ
ど
で
、
仙
人

が
道
を
教
え
て
く
れ
た
と
い
う
昔
話
が
残

 

西玉神社 

福生寺大蔵院 
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さ
れ
て
い
る
。
夏
の
始
め
か
ら
、
秋
の
紅

葉
の
時
期
に
は
、
豊
か
な
葉
の
美
し
さ
が

見
ら
れ
る
。 

         

⑲
歳
の
峰
峠
（
遊
歩
道
） 

 

宇
津
木
村
へ
抜
け
る
峰
で
、
今
は
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
歳
の
神
が
祀
っ
て

あ
っ
た
。歳
の
神
は
、｢

障｣

の
神
で
あ
り
、

さ
わ
り
ご
と
、
た
た
り
ご
と
か
ら
守
る
た

め
に
、
村
の
境
目
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

平
村
の
吉
郎
兵
衛
が
小
田
原
へ
行
っ

た
帰
り
、
化
け
物
の
妖
女
に
と
り
つ
か
れ

た
が
、
こ
の
歳
の
峰
峠
で
さ
ら
り
と
厄
が

払
わ
れ
た
。
今
で
は
、
四
季
を
問
わ
ず
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。 

           

●
平
の
稲
荷
の
松 

  
カ
タ
ク
リ
で
有
名
な
平
町
の
大
蔵
院
辺

り
か
ら
、
小
宮
町
方
面
へ
細
い
道
が
ぬ
け

て
い
る
。
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
一
番
西
側

に
当
た
る
。
以
前
は
そ
の
道
の
途
中
左
手

に
塚
が
あ
り
、
大
き
く
枝
を
張
っ
た
松
の

大
木
が
あ
っ
た
。
地
元
の
人
た
ち
は
、「
稲

荷
の
松
」
と
呼
び
親
し
ん
で
い
た
。
松
の

根
元
に
田
守
稲
荷
が
祀
ら
れ
て
い
た
か
ら

だ
と
い
う
。 

  

昔
、
度
重
な
る
多
摩
川
の
氾
濫
で
、
こ

の
辺
り
一
帯
が
何
時
も
水
害
に
見
舞
わ
れ

水
田
が
砂
利
に
埋
っ
た
と
い
う
。
農
民
は

水
害
に
二
度
と
遭
わ
ぬ
よ
う
砂
利
で
塚
を

築
き
、
そ
こ
に
松
を
植
え
稲
荷
を
奉
り
神

の
力
を
借
り
る
べ
く
願
っ
た
と
い
う
。 

  

平
町
や
小
宮
町
の
多
摩
川
沿
い
に
は
、

何
箇
所
か
塚
を
築
き
松
を
植
え
た
場
所
が

あ
る
。
お
そ
ら
く
は
「
お
ち
ゃ
や
の
松
」

も
、
同
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。 

農
業
神
で
あ
る
お
田
守
様
の
松

の
下
で
豊
作
を
祝
う
祭
の
宴
な
ど
、
今
は

何
一
つ
残
っ
て
い
な
い
。 

            

大いちょう 

平の稲荷の松【一本松】 

歳の峰峠を歩くハイカー 
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⑳
絵
師
関
文
川
と
生
家 小

宮
町 

 

寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
粟
之
須
村
の

名
主
の
家
に
生
ま
れ
る
。
本
名
関
根
政
五

郎
光
信
。若
く
し
て
画
才
に
秀
れ
、歌
道
、

俳
諧
に
通
じ
、
谷
文
晁
の
弟
子
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
関
西
地
方
や
九
州
長
崎
な
ど

遊
歴
し
、
絵
師
や
文
人
と
交
流
し
た
と
い

う
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
薩
摩
藩
島

津
公
の
依
頼
で
画
い
た
大
内
図
巻
ほ
か
数

点
を
残
し
て
い
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四

九
）「
富
獄
奇
観
」「
文
川
画
譜
」「
画
式
指

掌
」
を
出
版
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

の
手
紙
等
が
残
っ
て
い
る
。
文
川
が
い
つ

亡
く
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。 

        

                       

㉑
セ
イ
の
神 

小
宮
町 

セ
イ
の
神
は
塞
の
神
、
境
の
神
と
書
き
、

詠
み
方
も
サ
イ
ノ
カ
ミ
、
セ
エ
ノ
カ
ミ
等

あ
る
。 

 

人
が
集
落
を
成
し
て
社
会
生
活
を
営
み

だ
し
た
頃
か
ら
、
生
活
の
安
全
を
守
る
た

め
、
ま
た
、
村
に
邪
霊
邪
鬼
の
類
が
入
ら

な
い
様
に
遮
り
、
撥
ね
か
え
す
た
め
に
境

に
道
祖
神
、
し
め
縄
な
ど
の
結
界
が
お
か

れ
た
。
そ
の
場
所
で
は
、
小
正
月
に
ど
ん

ど
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

           

絹本着色大内図巻 
嘉永元年（1848）の孝明天皇元服式の内裏の様子や調度品を
書いたもの。           （関根康博氏所蔵） 
市指定有形文化財（絵画） 昭和 36.6.1指定 

セイの神 
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◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
八
王
子
市
史
、
日
野
市
史
、
昭
島
市
史
、

あ
き
る
野
市
史 

・
笛
継
観
音
の
東
福
寺
・
大
蔵
院
資
料 

・
石
川
市
民
セ
ン
タ
ー
広
報
、
記
念
史 

・
多
摩
考
古
（
日
野
の
考
古
学
を
拓
い
た 

立
川
多
蔵
） 

・
民
俗
探
訪 

 
 
 

桑
都
民
俗
の
会 

・
大
列
車
衝
突
の
夏 

船
越
健
之
輔
著 

・
ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ 

 

昭
島
教
育
委
員
会 

・
八
王
子
郷
土
資
料
館
資
料 

・
と
ん
と
ん
む
か
し 

 
 
 

菊
地
正
著 

・
八
王
子
と
鉄
道 

・
八
王
子
周
辺
の
名
主
た
ち 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

―メモー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


